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LLO活動報告

Live Lines ODAKA （LLO）は、
小高を活性化させる高校生グループです。

視察研修・南相馬市長への
公開プレゼンテーションの様子を、特集します！

大槌の高校生に
LLO活動の紹介
をする様子

古舘さん（中央）、菊池さん（中央右）との集合写真 旧中学校を改修した教室でお話を伺う様子
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門馬市長から講評をいただく
2 代目 LLO

寸劇で提案を行う様子

小高の魅力をPRしたい

小高を多くの方々に
知ってもらうための動画を作る

高校生の居場所を創りたい

電車の待ち時間に
高校生が過ごす場所を創る

イベントを行いたい

料理教室などを通して
地域住民と交流する

平成 30 年度の活動提案

２代目 LLO の活動初年度
である平成 29 年度は、６
つの活動を中心に小高とは
どのようなところかを学びま
した。１年間の活動を踏ま
え、平成 30 年度は自分た
ちが新しいものを創り出し
たい、という目標のもと、３
つの提案を行いました。門
馬市長からは、「素晴らし
い提案だった。一つ一つ
チャレンジして欲しい、応
援したい。」という講評をい
ただきました。

平成 29 年度の活動報告

● まちあるき
● 光るベンチづくり
● 高齢者見守り隊 
● 高島家の蔵でのイベント 
● おだか秋祭りへの参加
● 視察研修

参加者全員での集合写真
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浦尻未来検討会報告

　
２
０
１
７
年
５
月
か
ら
１
２
月
ま
で
、

全
６
回
に
わ
た
っ
て
浦
尻
行
政
区
と
小

高
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
共
催
し
て

き
た
、
行
政
区
の
今
後
を
考
え
る
未
来

検
討
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
浦
尻
の
現
状
を
把
握
・
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
宅
地
や
農
地

の
管
理
方
法
・
共
有
空
間
の
整
備
・
行

政
区
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
つ
な
が
り

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
浦
尻
行
政
区
に
と
っ

て
重
要
な
話
題
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
が
ア

イ
デ
ア
提
供
し
、
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　
未
来
検
討
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
は
、

行
政
区
の
大
字
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

浦
尻
行
政
区
で
の
一
連
の
取
り
組
み
は
、

２
０
１
８
年
度
以
降
の
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
活
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
き
ま
す
。

浦尻未来検討会開催の流れ 提案集
～地域活性化のためのアイデア～

２０１６年夏

行政区長（当時）から行政区の今後に
ついて考えてほしいとの依頼

２０１７年春

大字会にて未来検討会発足の承認

２０１７年５月～１２月

浦尻未来検討会開催（計６回）
…議題内容→現在の地域の状況の共有、
農地の管理、宅地の管理、意向調査…
…その他→浦尻あるき、日本大学による
サマーキャンプの実施についての説明

２０１８年１月

大字会にて成果報告

浦尻未来検討会において、小高復興デザインセンターが提案したも
のの一部を掲載します。

検討会を受けて…

検討会の途中、住民の皆さんから、行政
区内の空き家空き地の管理について、所
有者の意向を把握しておく必要があるとい
う声が挙がり、住民の皆様に向けて行政
区でアンケートを実施しました。
アンケートを通じて、行政区独自の土地
管理組織の設立を検討するという結論に
至りました。

農地の管理

宅地、共有空間の管理

空き家の活用➡キャンプなど、イベン
トなどでの利用

比較的管理が必要でない場所➡被覆植物を
植える　※ヘアリーベッチやクローバーなど
農研機構HPより
http://www.naro.affrc.go.jp/org/niah/disease
_poisoning/plants/hairyvetch.html

鳥獣害対策➡忌避作物を植える　※唐辛子
やミントなど
農林水産省HPより
http://www.maff.go.jp/kinki/seisan/
engeitokusan/engesanti/k04.html

景観的に重
要な場所
➡景観作物
を植える
※ひまわりや
コスモスなど

行政区の収
入にする
➡太陽光パ
ネルの設置

道路の管理➡みんなのさんぽみちを作る
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特 
集

天
野
家

住
宅
見
学
会

桃
内
の
空
に
音
楽
が
流
れ
る
　

２
０
１
７
年
12
月
10
日
開
催

　
冬
晴
れ
の
日
、
桃
内
の
天
野
家
の
門
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
桃
内
駅
か
ら
見
え
る
、
大
き
な
屋
根
の
主
屋
や
重
厚
な
土
蔵
か
ら

な
る
屋
敷
で
す
。
は
じ
め
て
の
見
学
会
の
朝
に
は
、
市
内
か
ら
だ
け

で
な
く
福
島
県
内
外
か
ら
も
、
前
庭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
大
勢

の
方
々
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
イ
タ
リ
ア
音
楽
研
究
家
の
天
野
秀
延
﹇
１
９
０
５
〜

１
９
８
２
﹈
の
生
家
で
す
。
旧
小
高
町
を
中
心
と
し
、
い
わ
き
地
方

を
含
む
浜
通
り
地
方
の
多
く
の
校
歌
を
作
曲
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

ま
す
。
地
元
の
小
学
校
で
子
供
た
ち
の
合
唱
を
指
導
し
た
こ
と
か
ら
、

当
時
の
こ
と
を
懐
か
し
む
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
建
物
を
め
ぐ

り
な
が
ら
、
様
々
な
思
い
出
を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
凝
っ
た
土
蔵
の
左
官
仕
事
や
独
創
的
な
主
屋
の
階

段
に
目
が
釘
付
け
に
な
り
、
感
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
末
に
鉄
道
か
ら
の
飛
び
火
で
焼
失
し
た
主
屋
の
再
建
は
、

小
高
出
身
の
建
築
家
二
本
松
孝
蔵
が
手
が
け
、
各
地
か
ら
選
び
抜
か

れ
た
極
上
の
材
料
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
、

早
く
も
昭
和
初
期
に
は
京
都
か
ら
取
り
寄
せ
た
瓦
で
主
屋
の
屋
根
が

葺
き
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
見
え
な
い
技
術
に
支
え
ら
れ
た
頑
丈
な
建

物
は
、
先
の
震
災
に
も
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
土
地
の
歴
史
を
象
徴
す
る
こ
の
豊
か
な
環
境
が
、
地
域
と
家
族
ら

の
生
活
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
場
所
が
、
こ
れ
か
ら

の
新
た
な
文
化
を
生
み
出
す
土
壌
と
な
り
、
小
高
に
受
け
継
が
れ
て

ゆ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

住宅ではあまり見られない、複雑な
折り返し階段が設けられています。 主屋 2 階から長屋門と米蔵を臨む。

多くの方で賑
わっています。
当日のガイドで
は建物の特徴
の他に、古写真
などで昔の様子
についても紹介
されました。 趣向を凝らして造られた近代和風建築。屋根瓦は京都から取り寄せたものが使

用されています。
当日は玄関も靴でいっぱい。多
くの方が見学に来られました。

寄
稿
者
紹
介
　
金
出
ミ
チ
ル
さ
ん

２
０
１
２
年
か
ら
南
相
馬
市
域
の
建
物
調
査
に
関
わ
ら
れ
、小
高
の
建
物
の
魅
力

を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。本
記
事
作
成
に
当
た
っ
て
執
筆
を
快
諾
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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小高復興デザインセンター

2016 年夏、設立しました。 住民・行政をはじめとして、 小高とつながりたいみんなが協働し、実践していく場です。

〒979-2124　南相馬市小高区本町2-89 旧社協会館　TEL ： 0244-44-5100
Web ： http://td.t.u-tokyo.ac.jp/odaka/　　https://www.facebook.com/OdakaRC/


